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要旨
植物には、受精を介さず、親個体の栄養器官の⼀部から直接クローン個体を発⽣
する栄養繁殖という繁殖様式を有するものが多い。栄養繁殖は交配を経由しない
ので、移動する能⼒を持たない植物にとって、有性⽣殖が困難な環境下でも遺伝
的に同⼀（クローン）な個体を安定かつ迅速に繁殖できる点で有利であり、農業
や園芸の分野でも重要な繁殖様式である（例：ジャガイモ、イチゴなど）。しか
し、その分⼦メカニズムは明らかになっていない．陸上植物進化の基部で分岐し
たコケ植物ゼニゴケは、栄養成⻑の本体である葉状体上に杯状体という器官を形
成し、その中に100個以上の独⽴したクローン個体̶無性芽を形成することで栄
養繁殖する。またゼニゴケは植物体が切断された際にも旺盛に繁殖するが、その
再⽣プロセスも栄養繁殖の１形態と捉えることができる。本セミナーでは、ゼニ
ゴケの栄養繁殖に焦点をあてたいくつかの研究成果について紹介する。そこから
⾒えてきた「制御モジュールの転⽤による植物進化」についても議論したい。
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